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はじめに 

 
本研究は、中期目標期間を見通して特定の包括的研究テーマ（領域）を設定し、複数の

研究課題から構成された研究を進める中期特定研究「特別支援教育におけるＩＣＴの活用」

に位置づけられています。 

本研究では、特別支援学校（肢体不自由）の専門性において、きわめて重要な位置を占

めるＡＴ（Assistive Technology：支援技術 以下「ＡＴ」という）、特にｅ-ＡＴ（electronic 

and information technology based Assistive Technology：電子情報通信技術をベースに

した支援技術 以下「ｅ-ＡＴ」という）とよばれるＩＣＴ（Information and Communication 

Technology：情報通信技術 以下「ＩＣＴ」という）の役割を重視したＡＴの活用を対象

としました。そうした理由より、標題にあるように「ＡＴ・ＩＣＴ」と併記しております。 

本研究では、特別支援学校（肢体不自由）におけるＡＴ・ＩＣＴ活用に関する現状と課

題について、全国特別支援学校（肢体不自由）を対象とした調査から把握し、整理・分析

しました。そこで明らかとなった課題の解決を図るための考え方と実践事例を示しました。

あわせてＡＴ・ＩＣＴ活用の促進を図るための学校の組織的な取組を把握するためのツー

ルとして、「支援技術（ＡＴ）活用の自己評価マトリクス－特別支援学校（肢体不自由）版」

を開発しました。 

さらに、特別支援学校のセンター的機能を活用した小・中学校での肢体不自由のある児

童生徒へのＡＴ・ＩＣＴ活用の現状と課題について、調査結果と実践事例より考究しまし

た。 

 巻末には、本研究で開発し試用した「教員のＡＴ・ＩＣＴ活用に関する自己評価と研修

ニーズ調査票」と「支援技術（ＡＴ）活用の自己評価マトリクス－特別支援学校（肢体不

自由）版」を資料として載せました。 

 本研究成果報告書をご活用いただき、実践にかかわる様々な情報やご意見をいただけれ

ば幸いです。 

 

 

 
平成 26 年３月 

研究代表者 企画部総括研究員 長沼 俊夫 
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